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平成１７年智頭町条例第 号

智頭町指定文化財石谷家住宅の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例

智頭町指定文化財石谷家住宅の設置及び管理に関する条例（平成１２年智頭町条

例第３０号）の一部を次のように改正する。

改 正 後 改 正 前

（指定管理者による管理)

第３条 町長は、法第244条の２第３

項の規定に基づき、法人その他の

団体であって町長が指定するもの

（ 「 」 。） 、以下 指定管理者 という に

石谷家住宅に係る次に掲げる業務

を行わせるものとする。

(１) 石谷家住宅の施設設備の維持

管理に関する業務

(２) 前号に掲げるもののほか、石

谷家住宅の管理に関する業務の

うち、町長のみの権限に属する

事務を除くもの

（指定管理者の管理の期間)

第４条 指定管理者が前条に規定す

る業務を行う期間は、前条に規定

する町長の指定を受けた日の属す

る年度の翌年度の４月１日（当該

指定を受けた日が４月１日である

場合は、当該日）から３年間とす

る。ただし、再指定による期間の

更新を妨げない。

（開館時間及び休館日）

第５条 石谷家住宅の開館時間は、

午前１０時から午後５時までとす

る。ただし、指定管理者が必要と
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認めたときは、あらかじめ町長の

承認を得てこれを変更することが

できる。

２ 石谷家住宅の休館日は、次のと

おりとする。

(１) 水曜日（その日が国民の祝日

に関する法律（昭和23年法律第1

78号）に規定する休日である場

合は、その翌日）

(２) 国民の祝日に関する法律に規

定する国民の祝日の翌日（ただ

し、その日が土曜日、日曜日又

は休日である場合を除く ）。

(３) １月１日から同月２日まで及

び12月28日から同月31日まで

３ 指定管理者は、特に必要がある

と認めるときは、前項の規定にか

かわらずあらかじめ町長の承認を

得てこれを臨時に閉館し、又は休

館日に開館することができる。

（観覧の許可） （観覧の許可）

第６条 石谷家住宅を観覧しようと 第３条 石谷家住宅を観覧しようと

する者は、あらかじめ指定管理者 する者は、あらかじめ町長の許可

の許可を受けなければならない。 を受けなければならない。

２ 指定管理者は、その観覧が次の

各号のいずれかに該当する場合を

除き、前項の許可をしなければな

らない。

(１) 公の秩序を乱し、又は善良の

風俗を害するおそれがあると認

められるとき。

(２) 建物又は設備をき損し、若し

くは汚損し、又はそのおそれが

あると認められるとき。

(３) 暴力団員による不当な行為の

防止等に関する法律（平成３年

法律第77号）第２条第２号に掲
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げる暴力団その他集団的に又は

常習的に暴力的不法行為を行う

おそれがある組織の利益になる

と認められるとき。

(４) 前３号に掲げる場合のほか、

石谷家住宅の管理上支障がある

と認められるとき。

（観覧許可の基準）

第４条 町長は、次の各号のいずれ

かに該当する者に対しては、観覧

を許可しないものとする。

(１) 公安又は風俗を害するおそれ

があると認めるとき。

(２) 他人に危険を及ぼし、若しく

は他人の迷惑となると認めると

き。

(３) 建物又は設備を毀損するおそ

れがあると認めるとき。

(４) 前３号に掲げるもののほか、

石谷家住宅の管理上支障がある

と認めるとき。

（観覧許可の条件）

第５条 町長は、第３条に規定する

許可に石谷家住宅の管理のため必

要な範囲において条件を付するこ

とができる。

（管理の委託）

第６条 法第244条の２第３項の規定

に基づき、石谷家住宅の管理を財

団法人因幡街道ふるさと振興財団

（以下「管理受託者」という ）へ。

委託する。

（観覧料金） （観覧料金）

第７条 石谷家住宅の観覧に係る料 第７条 石谷家住宅の観覧にかかる
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金 以下 観覧料金 という は 料金（以下「観覧料金」という ）（ 「 」 。） 、 。

別表のとおりとし、指定管理者に については別表のとおり定める。

その収入として収受させることが

できる。

２ 前項の規定により指定管理者が ２ 観覧料金は、管理受託者にその

その収入として料金を収受する場 収入として収受させる。

合においては、指定管理者は、石

谷家住宅の利用について、あらか

じめ町長の承認を得て定めた額の

料金を徴収する。

（観覧料金の減免） （観覧料金の減免）

第８条 指定管理者は、規則に定め 第８条 町長は、特別の事由がある

るところにより観覧料金を減免す と認めたときは、規則で定めると

ることができる。 ころにより観覧料金を減免するこ

とができる。

（観覧許可の取消し） （観覧許可の取消し）

第９条 指定管理者は、石谷家住宅 第９条 町長は、石谷家住宅の観覧

（ 「 （ 「 」の観覧の許可を受けた者 以下 観 の許可を受けた者 以下 観覧者

覧者」という ）が次の各号のいず という ）が次の各号の一に該当す。 。

れかに該当すると認めるときは、 るときは、観覧の許可を取り消す

観覧の許可を取り消すことができ ことができるものとし、これによ

る。 って観覧者が損害を受けても、町

(１) この条例若しくはこの条例に 長はその責を負わない。

基づく規則又はこれらの規定に (１) この条例又は条例に基づく規

基づく処分に違反したとき。 則に違反したとき。

(２) 第11条の命令に従わないとき (２) その他石谷家住宅の管理運営。

(３) 詐欺その他不正の行為により 上不適当と認めるとき。

観覧許可を受けたとき。

(４) 前各号に掲げるもののほか、

石谷家住宅の管理上支障がある

行為をし、又はそのおそれがあ

るとき。

（行為の制限等） （行為の禁止）

第10条 石谷家住宅においては、次 第10条 石谷家住宅においては、次
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に掲げる行為をしてはならない。 に掲げる行為をしてはならない。

ただし、指定管理者が認めたとき ただし、町長が認めたときは、こ

は、この限りでない。 の限りでない。

(１)～(６) 略 （１）～(６) 略

２ 指定管理者は、前項の規定に違 ２ 町長は、前項の規定に違反し、

反し、又はそのおそれのある者に 又はそのおそれのある者に対して

対しては、行為の中止又は石谷家 は、行為の中止又は石谷家住宅か

住宅からの退去を命ずることがで らの退去を命ずることができる。

きる。

３ 指定管理者は、施設の観覧者に ３ 管理受託者は、施設の観覧者に

対して禁止行為及び遵守事項を観 対して禁止行為及び遵守事項を観

覧者心得として公示するものとす 覧者心得として公示するものとす

る。 る。

（措置命令） （損害賠償）

第11条 指定管理者は、石谷家住宅 第11条 石谷家住宅の施設、設備若

の適正な管理を図るため必要があ しくは展示品等を毀損し、又は滅

ると認めるときは 観覧者に対し 失したときは、これを現状に回復、 、

必要な措置を命ずることができる し、又はその損害を賠償しなけれ。

ばならない。

別表（第７条関係） 別表（第７条関係）

石谷家住宅観覧料 石谷家住宅観覧料

表 略 表 略

備考 備考

１ 略 １ 略

２ 指定管理者が特別な企画に ２ 受託管理者が特別な企画に

基づき展示をする場合の観覧 基づき展示をする場合の観覧

料金は、指定管理者が別に定 料は、受託管理者が別に定め

めるものとする。 るものとする。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、平成１８年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公布

の日から施行する。



- 6 -

（準備行為）

２ 改正後の智頭町指定文化財石谷家住宅の設置及び管理に関する条例（以下「新

条例」という ）第３条の規定による指定及びこれに関し必要な手続その他の行為。

は、この条例の施行前においても行うことができる。

（経過措置）

３ この条例の施行の日前に改正前の智頭町指定文化財石谷家住宅の設置及び管理

に関する条例の規定によりされた許可その他の行為は、新条例の相当する規定に

よりされた許可その他の行為とみなす。


